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論 文 内 容 要 旨 
【背景と目的】がんを対象にした FDG（18F-fluorodeoxyglucose）-PET（Positron emission 
tomography）撮影において，部分容積効果と呼吸性移動は SUVmax（Maximum standardized 
uptake value）に影響を与える．I期非小細胞肺癌においてこの 2つのアーチファクトによる影







対象は東北大学病院にて 2005年 3月から 2011年 1月にかけて I期非小細胞肺癌に対してSBRT
にて治療を行った 75症例 76病変．SBRTは 48 Gyを 4分割，60 Gyを 8分割または 60 Gyを
15分割の SBRTにて行った．年齢中央値は 78歳，腫瘍径中央値は 2.2cm，UICC第 7版によ
る T1a，T1b，T2aはそれぞれ 28，33，15病変であった．予後因子の解析には Cox比例ハザー
ドモデルを用い，補正する前後の SUVmaxと局所制御率に関して後ろ向きに検討を加えた． 
【結果】SUVmaxは，部分容積効果と呼吸性移動の補正を行うことにより中央値 6.2から中央
値 8.1となった．全患者観察期間中央値は 36.8か月，生存者観察期間中央値は 42.6か月であっ
た．3年局所制御率，原病生存率，全生存率はそれぞれ 80%，78%，63%であった．単変量解析
においては補正前 SUVmax，診断法（病理学的診断，臨床診断），腫瘍径，T因子が局所制御に
（書式１２） 
関連する有意な因子であったが，補正後の SUVmaxには有意な関連は認めなかった．多変量解
析においては腫瘍径が唯一の独立した予後因子であった． 
【結論】部分容積効果と腫瘍の呼吸性移動を補正することによって，SUVmax の予後因子とし
ての価値を低下させた可能性がある．SUVmaxの予後因子としての有効性は限定的であり，I期
非小細胞肺癌に対する SBRT後の最も重要な予後因子は腫瘍径であった． 
 
